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肉0麟太郎i

伝クろ 伝わる 絵詞0カ
今回は国語の時間です。
絵詞作家(えことばさつか)の内田麟太郎さんをお招きしました。
言葉の力を磨き、あなたの心を届けましよう。大切な人に。

日 時:平成24年 12月8日 (土)14膊～16時
(受付 13時30分から)

倉 場:山栞熙立六事池田キャンバス調菫
(甲府市池田―丁目∝印号)

翼■費31。000口 定■ 250名

理調内書:1時間目 内田麟太郎氏 調演

2時間目 内田麟太郎X内藤いづみ 対餞
に:とばといのちのおはなLD

チケツト取扱い。予約 :

事務局メール hospi∝gaOtmJLpiala.orJp

(メールであ申込みの方は、氏名。住所。参カロ人数・TELをお書きください)

ふじ内科クリニツク (午前中のみ)0“曖
"5150お問い合せ:

田丸 090‐9231‐0943  山下 080‐88867093    C"
携帯メール carecafeodOCOmo.nelp       O

主催 :内藤いづみのホスピス学校
後 援 :日本ホスビス在宅ケア研究会 山梨支部



医B面になつて30年。 “いのち"に向かい合う営ぴをホスピスケアの道に求めた。

その道は険しいものだつたが、その旅路には、世界中の美しい風景があり、友人や仲間や

先生たちがいた。どんないのちも、小さな宇宙のエネルギーに満ちていることを学んだ。

多<の講演や学習会を重ねて、ついに2011年 12月、ホスピス学校を設立。

ホスピス学校は飛73i学校。仲間とともに、どこへ飛んでい<かわからない。

生徒 (参加者)は全員10才の頃に戻り、キラキラ輝<瞳で、尊敬する先生万のいのちの

教えを、姿勢を正して学んでほしい。 ● 寺
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絵詞作家 (えことばさつか)

幼い頃、実母と死別して、それからの継母とのつらいかかわりが内田少年を打ちのめした。

同時に、勇 悲しみと苦しみを味わつたことが、後の絵本倉」作に深いふちどりを与えた。

ユーモア溢れる言葉の核に人間の悲しみと愛おしさを感じさせ、すぐ|こ とりこ (フ アン)

になる。

内藤いづみも「泣きすぎてはいけない」という絵本に出会つてからとりこに 。・・

山梨では今回が初講演 !                            '々

■̀'.

■山梨県立大学
池田キャンパス

|>アクセス
JR甲府駅南口 山梨交通バスターミナル 4番のりば
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公立大学法人

山梨県立大学

池田キヤンバス 信 護学部)

※出席希望者は下記欄に明記の上、このままFAXしてください。

お名前
ご連絡先

TEL

ご住所 一Ｔ

0加人数 名 FAX番号


